鎌倉市自治基本条例策定市民会議第30回運営委員会　会議の概要
	日　　時　　　　　　　平成１９年５月２８日（月）　午後６時００分～８時２０分

	場　　所　　　　　　　市役所　７０１会議室

	出席者：荒井、大窪、大嶋、春日、國友、郡司、幸道、児島、宅見、橋爪、平井、三嶋、小泉、山村、鈴木、平倉、吉田、渡辺（光）、狩谷
欠席者：笠原、片貝、増田、水野、渡邉（久）、
議事進行担当：議長　宅見、議長補佐　郡司、大嶋

事務局：征矢、渡邊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

	会 議 の 概 要
１　全体計画検討チーム報告書（修正案）について
・第2期、第3期を進めるための市民会議の組織再編について、以前に提案した報告書の修正案を作成し、総務部会をやめて幹事会直属の運営調整チームを設置した。チームの任務は、市民会議全体会の議事の立案、幹事会の議事の立案、渉外業務、その他市民会議の活動の運営調整に関わる事項とした。
（意見）
・全体会で総務部会はいらないという意見があったが、これは幹事会と任務が一緒で総務部会の名称を変えただけではないか。　→　幹事会の意に沿った直属の組織の実働部隊が必要であると考えた。
・全体会に提案すると混乱すると思う。
・幹事会と運営調整チームの役割に対する考え方がそれぞれずれている。運営委員会でまとまらなければ全体会に無理にかける必要はない。
（修正案）

Ａ案：運営調整チームは不要。策定委員会、推進委員会の人数を増やす。
Ｂ案：運営調整チームは不要。幹事会に必要に応じてタスクチームを設ける。
Ｃ案：運営調整チームは必要。そのままの案とする。
Ｄ案：運営調整チームは必要。広報、学習は幹事会ではなく運営調整チームに入れる。
・修正案を大きく二つに整理して運営調整チームは不要か必要かの決をとる。

＊運営調整チームは不要とする意見：組織はシンプルなのがよい。幹事会は9人でやっていける。事務局機能の立案は、策定委員会、推進委員会からの積み上げですることが重要である。
＊運営調整チームは必要とする意見：策定委員会、推進委員会に属さない仕事がたくさんあり、幹事会が全てに対応するのは大変である。幹事会の下で事務局機能を果たすチームは必要である。
　　不要５　対　必要１１　の多数によって事務局機能の必要性は認められた。
【決定事項】
運営調整チームは幹事会事務局とし、組織体制図と修正案の文章を整理して次回の全体会に提案する。
２　第2期以降の広報・学習チームの強化について
（意見）

・広報はフォーラム、アンケート、PIなど全体を見て対応して欲しい。また、ホームページの更新もある。それには人的な強化が必要である。

・広報、学習の活動は弱体であるので、今後、推進委員会、策定委員会が改善に向けた検討を行う。
○　副代表について

・全体会で、人数、人選について会員の意向を確認して、議論した上で決めたい。（代表の意向）

・現在の副代表の選出に問題はないので継続し、幹事会が決まってから考えればよい。
○　議長団について

・次回全体会の議長団はこれまでのようにする。幹事会が決まってからとし、次回は議題にしない。
３　次回全体会（５月３１日）の進め方について
・全体会はコンパクトにし、３０分に区切るやり方もある。
【決定事項】

全体会は３０分とし、全体計画チーム報告書（修正案）提案と策定支援部会報告とする。残りは策定作業部会とし、討議の参考資料として地方分権改革推進委員会の考え方素案を配布する。また、31日のグループ討議のなかで、正副座長の選出をしてもらうよう要請する。


	特記事項

・今回で運営委員会の役目は終了し、運営委員会は解散した。



